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一 

 



 

四 

地
方
自
治
体
は
、
財
政
的
に
破
た
ん
し
、
大
部
分
ベ
ー
ス
ア
ツ
プ
も
地
域
給
支
拂
い
も
不
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る 

が
、
か
か
る
際
政
府
は
い
か
な
る
措
置
を
と
る
考
え
で
あ
る
か
。 

五 

政
府
は
、
今
度
地
域
給
を
五
％
ず
つ
引
き
下
げ
た
が
、
漸
次
生
活
給
、
地
域
給
を
や
め
、
ア
メ
リ
カ
式
職
階
級
、
能
率

給
一
本
に
す
る
つ
も
り
か
。 

三 

右
地
域
の
地
域
給
を
引
き
上
げ
る
意
思
は
な
い
か
。 

一 

福
岡
県
、
福
岡
、
小
倉
、
直
方
、
飯
塚
、
田
川
及
び
筑
豊
各
地
区
の
物
価
指
数
は
、
東
京
都
を
一
〇
〇
と
す
る
場
合
こ

の

均
一
〇
〇
を
超
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
差
を
東
京
地
区
よ
り
一
〇
％
以
上
引
き
下
げ
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。 

二 

直
方
、
飯
塚
、
田
川
地
区
は
福
岡
、
小
倉
地
区
よ
り
む
し
ろ
物
価
指
数
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
給
が
、
福 

岡
、
小
倉
地
区
よ
り
低
い
の
は
な
ぜ
か
。 

福
岡
、
小
倉
、
直
方
及
び
筑
豊
各
地
区
地
方
公
務
員
の
地
域
給
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 


